
2020年 1月前半・問題 

・(  )自動車前会長の(     )被告が国外へ逃亡した事件で、東京地検特捜部は２、(     )被告が

保釈中の住居として指定されていた東京都港区の住宅の捜索を始めた。特捜部は、(     )被告が逃亡した

経緯の解明を目指す。カルロス・ゴーン氏は 2019年の年末にエジプトの少し北にある(    )という国に逃

亡していた。 

・米国は 3日、トランプ大統領の命令により、(  )革命防衛隊「コッズ部隊」のガセム・ソレイマニ司令官を

殺害したと発表した。ソレイマニ司令官は、イラクの首都バグダッドの国際空港で 3日未明に起きた攻撃で死亡

した。ソレイマニ司令官は(  )にとって英雄であり、(  )はアメリカへの報復を行うことを宣言した。 

・3日、統合型リゾート事業である別名「(  )事業」をめぐり、衆議院議員の秋元司容疑者が逮捕された汚職

事件で、中国企業側が現金を渡したと話す国会議員 5人のうち複数人が、特捜部の事情聴取に対して、現金の受

け取りを認めていたことがわかった。 

・(     )南東部で猛威を振るっている森林火災で、固有種コアラの保全のカギを握る個体群、推計 5万匹

のうち少なくとも半数が死んだ恐れがあると(     )の野生動物公園が 5日、明らかにした。 

・(  )の革命防衛隊は８日、米軍がスレイマニ司令官らを殺害したことへの報復として、米軍が駐留するイラ

ク内アサド空軍基地にミサイル攻撃を行ったとの声明を発表した。これに対して米国が反撃した場合は、中東の

アメリカとの同盟国も標的にするした。アメリカと(  )との武力衝突が大きくなり本格的な戦争になる可能性

がある。 

・(   )の議会のうち下院（定数６５０）は９日、欧州連合からの離脱のために必要な(    )関連法案を

採決した。賛成３３０票、反対２３１票の賛成多数で可決し下院を通過した。１月のうちに上院でも承認され、

成立する見込みである。そのため(   )の１月末のＥＵ離脱は確実な情勢となった。２０１６年６月の国民投

票で(   )のＥＵ離脱が決まってから約３年半がたち、この問題が収束することとなった。 

・(   )王室のヘンリー王子とメーガン妃は、「王室の中心メンバーから外れて、経済的に自立することを目

指す」と発表した。また、「引き続き女王陛下をお支えしつつ、王室の中心メンバーからは外れて、経済的に自

立することを目指します」としている。 

・安倍晋三首相は 11 日午前、サウジアラビアとアラブ首長国連邦（UAE）、オマーンの 3 カ国を歴訪するため、

政府専用機で羽田空港を出発した。米国と(   )の対立で中東情勢が緊迫化するなか、各国の首脳らと緊張緩

和に向けて意見交換するほか、(   )隊の中東派遣について理解を求める考えだ。15日に帰国する予定である。 

・(  )の総統選は１１日、投開票され、中国の圧力に抵抗する姿勢を示してきた(  )党の(     )総統

が親中路線の野党、中国国民党の韓国瑜（かん・こくゆ）高雄市長（６２）に大差をつけ、史上最高得票で再選

を果たした。(  )統一を掲げる中国に対し、(  )の有権者がノーを突き付けたこととなった。 

・(   )のルソン島で 1月 12日午後、タール火山が噴火し、首都であるマニラを含む周辺地域に大きな影響

を及ぼしている。当局は周辺住民数千人に避難を指示した。タール火山の周辺地域やマニラ首都圏では幼稚園か

ら大学まで私立・公立すべての学校が休校に、またマニラ国際空港では、国内・国際線すべての離発着を見合わ

せる状態となった。 

・(  )省の大臣である(    )氏が 15日、(  )休業を取得する考えを発表した。短時間勤務やテレワー

クなどを組み合わせて、この後予定されている第 1子誕生後の 3カ月間に合計 2週間程度、(  )時間を確保す

るという考え。(    )氏は国会議員でもあるが、国会議員に(  )休業の規定はない。そのため一般の(  )

休業とは異なるが、閣僚として休みを取ることで(  )休業を取りやすい環境を作ることが狙いのようだ。 



2020年 1月前半・解答 

・日産自動車前会長のカルロス・ゴーン被告が国外へ逃亡した事件で、東京地検特捜部は２、カルロス・ゴーン

被告が保釈中の住居として指定されていた東京都港区の住宅の捜索を始めた。特捜部は、カルロス・ゴーン被告

が逃亡した経緯の解明を目指す。カルロス・ゴーン氏は 2019年の年末にエジプトの少し北にあるレバノンとい

う国に逃亡していた。 

・米国は 3日、トランプ大統領の命令により、イラン革命防衛隊「コッズ部隊」のガセム・ソレイマニ司令官を

殺害したと発表した。ソレイマニ司令官は、イラクの首都バグダッドの国際空港で 3日未明に起きた攻撃で死亡

した。ソレイマニ司令官はイランにとって英雄であり、イランはアメリカへの報復を行うことを宣言した。 

・3日、統合型リゾート事業である別名「IR 事業」をめぐり、衆議院議員の秋元司容疑者が逮捕された汚職事件

で、中国企業側が現金を渡したと話す国会議員 5人のうち複数人が、特捜部の事情聴取に対して、現金の受け取

りを認めていたことがわかった。 

・オーストラリア南東部で猛威を振るっている森林火災で、固有種コアラの保全のカギを握る個体群、推計 5万

匹のうち少なくとも半数が死んだ恐れがあるとオーストラリアの野生動物公園が 5日、明らかにした。 

・イランの革命防衛隊は８日、米軍がスレイマニ司令官らを殺害したことへの報復として、米軍が駐留するイラ

ク内アサド空軍基地にミサイル攻撃を行ったとの声明を発表した。これに対して米国が反撃した場合は、中東の

アメリカとの同盟国も標的にするした。アメリカとイランとの武力衝突が大きくなり本格的な戦争になる可能性

がある。 

・イギリスの議会のうち下院（定数６５０）は９日、欧州連合からの離脱のために必要なブレグジット関連法案

を採決した。賛成３３０票、反対２３１票の賛成多数で可決し下院を通過した。１月のうちに上院でも承認され、

成立する見込みである。そのためイギリスの１月末のＥＵ離脱は確実な情勢となった。２０１６年６月の国民投

票でイギリスのＥＵ離脱が決まってから約３年半がたち、この問題が収束することとなった。 

・イギリス王室のヘンリー王子とメーガン妃は、「王室の中心メンバーから外れて、経済的に自立することを目

指す」と発表した。また、「引き続き女王陛下をお支えしつつ、王室の中心メンバーからは外れて、経済的に自

立することを目指します」としている。 

・安倍晋三首相は 11 日午前、サウジアラビアとアラブ首長国連邦（UAE）、オマーンの 3 カ国を歴訪するため、

政府専用機で羽田空港を出発した。米国とイランの対立で中東情勢が緊迫化するなか、各国の首脳らと緊張緩和

に向けて意見交換するほか、海上自衛隊の中東派遣について理解を求める考えだ。15 日に帰国する予定である。 

・台湾の総統選は１１日、投開票され、中国の圧力に抵抗する姿勢を示してきた民主進歩党の蔡英文（さい・え

いぶん）総統が親中路線の野党、中国国民党の韓国瑜（かん・こくゆ）高雄市長（６２）に大差をつけ、史上最

高得票で再選を果たした。台湾統一を掲げる中国に対し、台湾の有権者がノーを突き付けたこととなった。 

・フィリピンのルソン島で 1月 12日午後、タール火山が噴火し、首都であるマニラを含む周辺地域に大きな影

響を及ぼしている。当局は周辺住民数千人に避難を指示した。タール火山の周辺地域やマニラ首都圏では幼稚園

から大学まで私立・公立すべての学校が休校に、またマニラ国際空港では、国内・国際線すべての離発着を見合

わせる状態となった。 

・環境省の大臣である小泉進次郎氏が 15日、育児休業を取得する考えを発表した。短時間勤務やテレワークな

どを組み合わせて、この後予定されている第 1子誕生後の 3カ月間に合計 2週間程度、育児時間を確保するとい

う考え。小泉進次郎氏は国会議員でもあるが、国会議員に育児休業の規定はない。そのため一般の育児休業とは

異なるが、閣僚として休みを取ることで育児休業を取りやすい環境を作ることが狙いのようだ。 

 


